
１．適用工種

ゴルフ場の防球ネット工事で支柱基礎工を全回

転型オールケーシング（写真―１）で掘削し、鋼

管杭（Φ９００～１，７００ L＝８，５００～１９，０００）を建て

込む工法である。地盤条件は、掘削長１９mの箇

所で表―１に示すとおりである。
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表―１ 地盤条件

写真―１ 全回転型オールケーシング掘削状況

図―１ 推定地層図
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２．問題点

少ない調査ボーリング（最大間隔１００m）から

推定土層断面を決めており、調査ボーリングを追

加する必要があった。しかし、図―１に示すよう

に別途工事である盛土工事が未完了であり、盛土

が完了してから調査ボーリングを実施し杭長を決

め発注して施工すると、工期内に竣工しない。

３．工夫・改善案

工期内に竣工するために、盛土工事前に現況地

盤から調査ボーリングを実施し（写真―２）盛土

部は、同条件同土質で盛土された隣接工区盛土区

間にて、調査ボーリングを実施しN値を測定し

て（写真―３）杭長決定に反映させた。

写真―２ 現況地盤からの調査ボーリング

４．効果

盛土部のN値測定を隣接工区で実施し、杭の

発注時期を早期に行なうことによって杭工事を図

―２に示すように工程通りに完了することができ

た。

図―２ 工程比較図

写真―３ 隣接工区盛土部での調査ボーリング
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また、本工事盛土完了後確認のために、調査ボー

リングを行いN値が隣接工区盛土と相違がない

ことをたしかめた。（図―３、図―４）

図―３ 隣接工区盛土柱状図

図―４ 本工事盛土柱状図

５．適用条件

鋼管杭は、受注生産であるため、発注から現場

搬入まで、約６ヶ月の期間を要する。そのため、

早期に土質調査を行い基礎杭の杭長を決めて発注

する必要がある。

通常、杭長決定のためのN値測定ボーリング

は、盛土が完了してから実施する。盛土工事が完

了してから土質調査を行い、杭長を決めてから鋼

管杭を発注すると工期内に竣工出来ないことがわ

かっていた。

今回の場合は、隣接工区で同土質、同条件で盛

土された区間があり、杭の支持力が摩擦杭である

ために適用できた。

６．採用時の留意点

杭長決定にあたってどのような土質データーが

必要なのかを発注者及び設計者と入念に打ち合わ

せることが重要である。

また、採用した土質データーが妥当なものか、

確認することも必要である。
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